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2019 人事院勧告 月例給＋0.09％・一時金＋0.０５月 

6 年連続の引上げに向けて好発進！ 
人事院は 8 月 7日、国家公務員の給与に関する勧告を、内閣と国会に提出しました。今後、 

公務員連絡会が内閣人事局や大臣等と交渉をし、政府が人事院勧告の取扱い方針を閣議決定して、

国会に法案が提出され、可決・成立して決定していきます。 

私たち地方公務員の給与は、国家公務員の給与などとの均衡も考慮し、神奈川県の人事委員会が

知事・県議会に対して給与勧告を行います。国段階では引き上げの勧告が出ましたが、私たちに直

接関係する県段階での交渉は、まさにこれから始まります。月例給アップ、臨任・非常勤・再任用

教職員の処遇改善に向けて、署名や寄せ書きなどのとりくみが重要になります。 

国家公務員の給与勧告のポイント 
月例給・ボーナスともに引き上げ 

① 民間給与との較差（387 円 0.09％）を埋めるため、俸給表の水準を引き上げ。（30 歳台半ばまで） 

② 一時金（ボーナス）を 0.05 月分引き上げ勤勉手当に配分する。（4.４5 月分→4.50 月分） 

③ 住居手当の支給対象となる家賃額の下限を引き上げ、その原資を用いて手当額の上限を引き上げ。 

 6 月期 12月期 

2019 年度  期末手当 

       勤勉手当 

1．30 月（支給済み） 

0．925月（支給済み） 

1．30 月（改定なし） 

0．975月（現行 0.925月） 

2020 年度  期末手当 

以降     勤勉手当 

1．30月 

0．95月 

1．30 月 

0．95月 

８月 2１日、神奈川県教育委員会に対して総論交渉を行いました。神教組からは、重点項目とし

て、教職員定数を確実に配置すること。中堅教諭等資質向上研修と教員免許更新講習との相互認定

を早期に実現すること。「働き方改革」については、今後の取り組み関する具体的な施策の実施つ

いて、市町村教育委員会に対する支援と連携において、速やかに行うこと。インクルーシブ教育実

践推進校の拡大に向け、さらなる条件整備をはかること。等を要求しました。 

湘南教組からは、①児童指導担当教員、生徒指導担当職員の加配の拡充。②小学校で行われてい

る 35人以下学級に対する加配措置の中学校までの拡大。を要求しました。 

県教委からは次のような回答がありました。 

・小学校 2年の加配措置は県単独の事業である。県教育委員会でも 

国に要求していく。 

・定数是正に向けても同様に国に要求していく。 

・研修は全体的に減らしていく方向で検討する。 

・労働時間上限の話し合いを行っていく。 
 



 
 新学習指導要領の実施に伴い、小学校の教科書採択が７月～８月に行われました。 

 採択された出版社は、以下の通りです。（上段は現教科書。下段が採択された教科書。） 

市町村 採択日 

国語 社会 

算数 理科 生活 音楽 
図画 

工作 

家庭 保健 道徳 外国語 

国語 書写 社会 地図 

鎌倉市 8月 6日 

光村 光村 教出 帝国 学図 学図 東書 教出 開隆堂 開隆堂 東書 光村  

光村 光村 教出 帝国 学図 学図 東書 教出 開隆堂 東書 学研 光村 学図 

藤沢市 7月 31日 

光村 光村 教出 東書 東書 大日本 東書 教芸 開隆堂 開隆堂 学研 光村  

光村 光村 教出 帝国 東書 大日本 東書 教芸 開隆堂 開隆堂 学研 光村 東書 

茅ヶ崎市 8月 6日 

光村 光村 教出 東書 東書 大日本 大日本 教芸 開隆堂 東書 東書 東書  

光村 光村 教出 帝国 東書 大日本 大日本 教芸 開隆堂 東書 東書 東書 教出 

寒川町 8月 8日 

光村 光村 教出 帝国 学図 大日本 教出 教出 開隆堂 開隆堂 東書 光村  

光村 光村 教出 帝国 教出 大日本 光村 教芸 日文 開隆堂 東書 光村 光村 

 この間、３市１町の教育委員会は、教科書展示を行い、各学校、審議委員（校長及び保護者の代

表者）及び調査員（教員の代表者）による調査研究を諮問し、審議委員会の答申を受けました。そ

れらをふまえ、教育委員会で採択について協議されました。「実際に使う学校の先生の意見を尊重

することが大切。」「実際に見てみると、意見書に書かれていることと同じように、○○の教科書が

工夫していると感じた。」など、現場の声を尊重する教育委員の発言がありました。分会の皆さん

が意見書に積極的にとりくまれた成果です。 

 来年度は、中学校の教科書の採択が大きな教文課題となります。地域協議会や教文委員会等で情

報提供していきますので、中学校分会の皆さんも意見書へのとりくみをお願いします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄スタディーツアー 

まだまだ間に合います！！ 
１１月２９日(金)の夜 ～ １２月１日(日)   

    羽田空港 20:０0 ごろ発     羽田空港 19:00 ごろ着  

参加費 
１４，０００円（団体行動の交通費、宿泊費、夕食・朝食代を含む。） 

 

１０／４ 〆切 



 

 

 

 

 

 

今年度は例年より時期を早め、８月３日（土）に寒川町立南小学校を会場にして、第６9 次湘南

教育研究集会を開催しました。 

今年度も「話そう 悩もう 考えよう」をテーマに、

各分科会で推進委員の司会により、実践発表やそれに

もとづく活発な討議が行われました。今年度は、道徳

の分科会を臨時で設定し、問題点と現場の課題につい

て、多くの参加者で意見を出し合い考えました。  

この教育研究集会は、組合活動の根幹となる活動

であり、「現場の教員がボトムアップ方式で築

く、柔軟な教育」の実践を発表し合う場です。ま

た、教育条件、民主的な学校づくり、PTA や地域連

携など、「学校のあらゆる場面や課題について、議論・共有する場」は、教研にしかありません。  

これらの活動を広く深く支えているのは、「各分会での職場教研」であり「組合員一人ひとりの

教育実践」です。昨今、多忙な職場環境の中、皆さん

が教研に求めているものは多様化していると思いま

す。アンケート等で受けとったそれらの声を元に、「教

研の楽しさや大切さ」を伝えていけるよう、引き続き

皆さんと一緒にとりくんでいきたいと思います。 

最後になりましたが、会場の提供、そして計画の段

階から前日準備・当日の片付けまでお手伝いいただい

た南小学校の皆様に、厚く御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 ７月２５日、被爆７４周年原水禁神奈川平和行進を行いました。

例年通り、鎌倉コース（鎌倉市役所～逗子池子米軍住宅前）、茅ヶ

崎・寒川コース（茅ヶ崎市役所～神台公園）、藤沢コース（神台公

園～藤沢市役所）、の３コースに分かれて歩きました。時折、沿道

から賛同の声をかけていただいたり、手を振ってくださったりして

元気をもらいながら、核のない平和な世界の実現を訴え行進し、核

廃絶・平和行政に関わる 要請書を各自治体に渡しました。核兵器課題においては、被爆７４年を

超えた今でも、約１500０発もの核兵器が

存在し、世界平和への脅威となっています。

今後も核軍縮・不拡散外交に強力にとりく

むことを日本政府に強く要請するとともに、

このようなとりくみを続けていくことが重

要になっています。 

第 69次湘南教研 話そう 悩もう 考えよう 
～本音で語る子どもの未来～ 



 

 

日にち 予 定 開始時刻 場 所 対象 

９月１４・１５日 福島復興応援ツアー ８：５０ 福島県 申込者 

 ９月１６日（月） さよなら原発全国集会 １２：３０ 代々木公園 希望者 

１０月 １日（火） 母港撤廃を求める神奈川集会 １８：３０ 横須賀ヴェルニー公園 指定分会１名＋希望者 

１０月１２日（土） 県教研全体会 １３：３０ 松田町民センター 分会１名＋希望者 

１０月２３日（水） 闘争委員会・地域協議会 １６：００ 湘南教育会館 分会長 

１０月２６日（土） 県教研分科会 ９：００ 小田原市立三の丸小学校 分会１名＋希望者 

１０月２７日（日） 県スポ（陸上） ９：３０ 大和スポーツセンター 申し込み選手 

１１月 ２日（土） 教職員組合バレーボール湘南大会 ９：３０ 未定 出場校選手 

１１月  ５日（火） 第２回女性部委員会 １６：００ 湘南教育会館 女性部委員 

１１月１２日（火） 
「母女」 すすめる会  

「母女」分科会合同打ち合わせ会 

１５：３０ 

１６：００ 
湘南教育会館 

すすめる会 

運営・協力・話題提供・記録 

８月７日、藤沢市教育委員会と「教育施策・予算に

関する全体交渉」を行いました。 

執行部から①教職員の健康確保、快適な職場環境

の実現、②教職員の多忙解消、③インクルーシブ教育

に向けた条件整備、④臨時的任用・非常勤・再任用教

職員及び市費講師の勤務条件の周知などについて要

求しました。 

市教育委員会からは次のような回答がありました。 

・休憩時間の確保への努力を続けてく。国への法令

改正の働きかけや条例等の見直しを県に対し要望し

ている。 

・藤沢市立学校働き方改革推進委員会の中で業務改

善に向けたとりくみを進めていく。今後の ICT 機器

の積極的な活用に対応できるよう、ICT 支援員の派

遣回数の増加を検討していきたい。 

・介助員派遣、時間の確保に努めていく。また、学校

看護介助員の予算及び人員の確保にも努めていく。 

・臨時的任用職員、非常勤職員等の勤務条件等につ

いて各職場での周知を働きかけている。また、会計年

度任用職員制度への移行に伴う情報提供も適切に行

っていく。 

 

８月 8 日、鎌倉市教育委員会と「2020 年度教育

施策・予算要求全体交渉」を行いました。 

執行部の総括質疑としては①湘南教組との事前協

議及び協力体制の確立について②鎌倉市教育委員会

の2020年度重点施策について③次期学習指導要領

の課題の把握と具体的な施策・対応について④教職

員の働き方改革・多忙解消に向けての具体的な対応

について、また、各専門部からも３点ずつ要求しまし

た。 

鎌倉市学校職場環境改善プランが策定され、この

間、留守番電話の設置、夏季休業中の閉庁日の設定、

冷房設備の配置など、さまざまな施策が進み、各分会

からは職場環境改善に効果があったとの声があがっ

ています。また、同プランにある校務支援システムの

導入や給食の公会計化については、今後も課題の整

理をしていくとともに、引き続き、声をあげていく必

要があります。 

今年度から設置された労働安全協議会など、さま

ざまな話し合いの場において私たちの要望を伝えて

いくことで、学校現場に即したものとなります。学校

現場の要望に即した職場環境改善となるよう、今後

も分会員、執行部が一丸となってとりくむことが重

要です。 

 


